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【学校教育目標】「高い知性、温かい心、たくましい体をもつ生徒の育成」
《目指す生徒像》 ○ 向学 ････････自ら学ぶ生徒

○ 礼節 ････････思いやりのある生徒
○ 進取 ････････挑戦する生徒

《目指す学校像》･･･生徒が心から「通いたい」と思える開かれた学校
《目指す教師像》･･･熱意、誠意、愛情のあふれる教師
【本年度の重点目標】「主体性と支え愛の創造～３つの気（やる気・勇気・根気）を

伸ばすワンポイントアップ大作戦～」

充実した２学期が終了！
約８０日間の授業日があった２学期も、早いもので本日で終了となります。２学期の

始業式の時に、「長い２学期だからこそ、目標に向かって粘り強く取り組み小さなことを
積み重ねていこう」という話をしました。この言葉通り、一人一人が粘り強い取組を積み
重ねたことによって大きな成果に繋げることができました。運動会や合唱コンクール等の
大成功がそれを物語っています。また、いじめ防止活動などの取組によって人権意識も高
めることができました。どの行事や活動でも生徒主体で取り組み、３つの気のワンポイン
トアップを図り、主体性と支え愛の具現化が図れました。
明日から冬休みとなりますので、計画的な生活を送り、３年生は受験に向けて全力で取

り組んでください。１・２年生も、これまでの学習の復習に取り組み、生活面では年末年
始の家の手伝い等に積極的に取り組んでください。そして、全員が新型コロナやインフル
エンザ予防、交通安全等に気を付けて、３学期に元気な顔を見せてください。

保護者の皆様へ
長い２学期でしたが、新型コロナ対策を徹底しながら各種学校行事や諸活動を実施
することができ、生徒達は充実した学校生活を送ることができました。これも、保護
者の皆様の学校の教育活動及び新型コロナ対策等に多大なるご理解とご協力をいただ
いたお陰と心より感謝申し上げます。今後も、これまでの成果や課題を踏まえ「主体
性と支え愛」に溢れた学校づくりに職員一丸となって取り組んで参りますので、引き
続き３学期もよろしくお願いいたします。

公開授業・情報モラル講習会では大変お世話になりました
１２月９日（金）に行われた公開授業及び情報モラル講習会では、たくさんの保護者の

皆様に来校していただき有り難うございました。各学年とも、成長した姿を見ていただく
ことができたかと思います。私も、各学級の授業を参観しましたが、本時の課題のめあて
に沿って真剣に学習に取り組む姿を見ることができました。
さて、本年度の授業改善のポイントは「自己の考えを深め表現できる生徒を育成するた

めの学び合いの工夫」としました。授業の中で、課題に対して自分なりの考えをもち、そ
れをペアやグループで話し合い考えを広げたり深めたりしてきました。また、その話し合
い活動を充実させるためにタブレットの有効活用も進めてきました。その取組の成果を少
しでも保護者の皆様に伝えることができていれば幸いです。

また、情報モラル講習会では、沼田警察署生活安全課の方に講師として
お出でいただき、出会い系サイトによる個人情報の流出やワンクリック詐
欺による金銭の要求、また偽通販サイトによる被害など、ＳＮＳの危険性
について、動画を交えながら分かりやすく説明してくださいました。そし

て、ＳＮＳによる被害に遭わないために「おくらない（写真）、ぜったいに会わない、の
せない（個人情報）、かきこまない（悪口）、みない（有害サイト）、さがさない（出会い）、
まもる（ルール）」が大切だ、ということを教えていただきました。



人権意識を高めた校内人権週間（１２／５～１２／９）
（１）多様な「ふつう」を認め合う（校長による人権講話）
「ふつうの天気・ふつうの木・ふつうの建物」とはどんなものなのかを各自

が考え、それを友達と比較することでその違いに気付き、多様性を認め合うこ
とがそれぞれの人権を守ることに繋がることが分かりました。
（２）地区別人権教育授業研究会
本校を会場に「地区別人権教育研究協議会」が開催され、利根沼田の小中学

校から人権教育担当の先生方が来校され、１年２組道徳「公平とはなんだろう」
と３年１組美術「みんなのためのデザイン」を参観しました。授業後の研究会
では、授業がよく工夫され生徒の多様な意見を引き出し、公平やユニバーサル
デザインに対する考えが深まったなどの意見が出されました。
（３）ＬＧＢＴＱについて考えた各学級での道徳授業
「違いを乗り越えるために」というテーマの資料を通して、多様な性（Ｌ
ＧＢＴＱ等）があることを理解し、違いを乗り越えていくためには何が大切
か、ということを一人一人が真剣に考えました。ここでも、一人一人の「ふ
つう」は違うということを深く考えることができました。
（４）人権について学習したことを生かして人権標語作成

人権講話や道徳の授業等を通して考えたことや分かったことを基にし
て、一人一人 が人権に関する標語を作成しました。標語を作成するこ
とにより、自分の考えをより確かなものにしたり、お互いの標語を見合
うことで新たな気付きがあったりして、人権意識をより高めることがで
きました。（各クラスの代表作品は、「西中人権だより」をご覧ください。）

生徒会の「輪」を更に強固なものに！＜生徒会新本部役員決定＞
１２月１２日（月）に生徒会役員選挙立会演説会及び投票が行われました。成果を引き

継ぎ更に発展させるため、本年度の生徒会テーマである「輪～We are the one～」を更に
強固なものにして、自分達が目指す西中の理想像に向けて、具体的な取組を推進していっ
てほしいと思います。

○新本部役員の皆さん、今までの成果を踏まえ、自分たちの考えを生かした新たな生
徒会創造のため、よろしくお願いします。
会 長 関 涼晟 さん
副会長 下飯 尊生 さん
書 記 生方 夢彩 さん、片桐 由菜 さん
会 計 江口 仁琴 さん、綿貫ひまり さん

○旧本部役員の皆さん、１年間ありがとうございました。皆さ
んのお陰で西中の「輪」が大きく強くなりました。
会 長 平井音乃楓 さん
副会長 小林 吟 さん
書 記 鈴木 滉太 さん、千喜良瑛太 さん
会 計 深津 大椰 さん、小野里凜子 さん

《コラム～校長室より・校長の独り言～》
生徒会役員選挙の日、校長室に置いてあった投票箱を選挙管理委員や

現本部役員の人達が取りに来た時のことです。重い投票箱をもって校長
室から出て行く時に、重い投票箱を持っているにもかかわらず、一人一
人が校長室に向きを変えて一礼して出て行きました。「なんて礼儀正し
いんだ」と感心しました。西中には、礼儀正しい生徒がたくさん居ます。
こうした礼儀正しさも、日々の積み重ねによってつくられているんですね。




